
薬ＶＡＮには、薬品ごとに棚卸する方法と棚番ごとに棚卸する方法があります

それぞれどのようなときに適しているのでしょうか

＜薬品ごとに棚卸＞

　薬品名順に棚卸するとき

　ひとつの薬品につき、ひとつの棚番を設定しているとき

　薬VAN導入時、初期在庫設定のための棚卸をするとき

＜棚番ごとに棚卸＞

　薬品を棚ごとに保管しているとき

　とくに、ひとつの薬品を複数の棚番に保管しているとき

どちらの方法で棚卸するか決まったら、それぞれのページに進みます

Ⅰ 棚卸_はじめに



以下のようなときは薬品ごとに棚卸すると簡単にできます

　薬品名順に棚卸するとき

　ひとつの薬品につき、ひとつの棚番を設定しているとき

　薬VAN導入時、初期在庫設定のための棚卸をするとき

☆棚卸の注意点☆

　1､在庫を数えるタイミング

　　 実棚数は業務終了時点の在庫（その日の最終在庫）を計数してください

　2､入出庫の伝票

　　 例）３月３１日に棚卸（実棚計数）する場合

　　 ３月３１日付の納品分は（伝票が到着していなくても）実棚数に加味してください

　　 ４月１日付の納品分、出庫分は実棚数から除外してください

 ※　仕入・返品を行った場合、卸によっては伝票またはデータ送信処理が翌月になる場合があります

　　 その場合は棚卸実施日を見て仕入・返品日付が棚卸実施日前なら実棚数に加味して下さい

　　 棚卸実施日後なら加味せずに実棚数に数値を入力して下さい

　3､予製管理している場合

　　 予製在庫はそのままで棚卸が可能です（予製在庫が正しいことが前提です）

　　 予製分を除いた数を計数する必要があります

        棚卸の確定時に通常の在庫と予製の在庫が合算されます

　　 ※予製在庫をゼロにする場合は下記の手順になります

　　＜手順＞

　　 ①ゼロにする前の予製在庫を帳票出力しておきます

　　 ②＠→修正から予製在庫をゼロにします

　　 ③予製薬品を棚に戻してから実棚計数します

　　 ④棚卸データ確定まで行います

　　 ⑤棚卸がすべて終了したら①の帳票を見て＠→作成から予製在庫を作ります

Ⅱ 薬品ごとに棚卸

次のページから、薬品ごとに棚卸する手順をみていきましょう　　



1-1 事前設定_薬品ごとに棚卸

"設定"-"システム設定"を

　クリックします

1-2 事前設定_薬品ごとに棚卸

①"棚卸設定"をクリックします

②"下記設定の並びで棚卸する"を選択します

③並替項目、並び順、改ページを選択します

④"設定更新"をクリックします

2-1 棚卸記入表の出力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

数える当日なら操作不要です

2-2 棚卸記入表の出力

①表示を何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②"棚卸"-"棚卸記入表"を

　クリックします

"システム設定"をクリックします"設定"-"システム設定"をクリックします

③並替項目、並び順、改ページ有無を選択します

①"棚卸設定"をクリックします

②"下記設定の並びで棚卸する"を選択します

④"設定更新"をクリックします

"棚卸記入表"をクリックします②"棚卸"-"棚卸記入表"をクリックします

①

"日付"ボタンをクリックします
日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします



3-1 実棚計数

①実棚在庫を数え、棚卸記入表に書き込みます

　☆単位に注意！

　　 棚卸記入表の単位で計数します

②棚卸記入表にない薬品があった場合は、余白に品名と在庫数を記録しておきます

　　　　☆実棚数

　　　　　　業務終了時点の在庫数（その日の最終在庫数）を数えてください

　　　　☆予製管理しているとき

　　 　　　棚卸前に予製在庫をゼロにした場合⇒全体の数を記入

　　　　　 棚卸前に予製在庫をゼロにしていない場合⇒予製分を除いた数を記入

　　　　　　※詳細は「2、薬品ごとに棚卸」の「　3､予製管理している場合」を参照ください

4-1 実棚数入力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

☆棚卸日以前の未確定データは

  すべて確定した状態で実棚数入力に

  進んでください

4-2 実棚数入力

①表示を何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②全チェックのボタンをクリックして

　チェックを付けます

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

☆棚卸日以前の未確定データが残っていると

　 棚卸画面に進めません

4-3 実棚数入力

棚卸記入表に書き込んだ実棚数を

入力していきます

入力するかＥｎｔｅｒキーを押すと

黄色に変わります

修正のない実棚数はそのままでＯＫです

作業を中断するときは"閉じる"を

クリックします

"✔実棚数入力"をクリックします③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

記入表の在庫数を入力していきます

作業を中断するときは"閉じる"ボタンをクリックします

実棚計数の注意点

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

①

②全チェックのボタンをクリックします



　　　　 ☆"閉じる"ボタンと"確定"ボタン

 　　　  作業を中断するときは "閉じる"をクリックします

　　　　  ※"確定"をクリックすると入力途中でもすべて確定されてしまうのでご注意ください

 　　　　 ※入力途中で閉じてもそれまでの入力は保持されます

　　　 　 ※入力を再開するときは日付の変更や再読込、チェックは不要です

　　　　 ☆"画面クリア"ボタン

　　　　　"画面クリア"をクリックすると棚卸画面のデータがすべてクリアされます

　　　　　実棚数入力をやり直すときなど、データをすべてクリアしたいときのみクリックしてください

4-4 実棚数入力

"帳票"ボタンで

画面の帳票を出力できます

帳票と棚卸記入表の数を比較し、

入力した数に間違いがあれば修正します

入力がすべて完了したら

"確定"ボタンをクリックします

※空白はゼロとみなします

5-1 棚卸記入表余白に手書きした分の入力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

5-2 棚卸記入表余白に手書きした分の入力

①呼び出し名、または薬品名で

　検索します

②チェックをつけます

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

「4-3 実棚数入力」～「4-4 実棚数入力」

と同じ手順で実棚数を入力して確定します

入力がすべて完了したら"確定"ボタンをクリックします

画面の帳票を出力できます

②チェックをつけます

①呼び出し名か薬品名で検索します

棚卸画面の注意点

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

"✔実棚数入力"をクリックします③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします



6-1 棚卸履歴の確認

"棚卸"-"棚卸履歴"をクリックします

6-2 棚卸履歴の確認

該当日の"履歴"をクリックします

6-3 棚卸履歴の確認

"差"ボタンをクリックすると、

実棚数と理論在庫の差が大きい順に

表示されます

帳票を出力できます

"帳票"、"帳票（単価）"は

それぞれ薬価金額、取引金額で出力されます

"詳細"が付くボタンは

有効期限、データ備考の情報が追加されます

6-4 棚卸履歴の確認

"印刷設定"から印刷できます

"レポート出力"からエクセルにできます

"棚卸履歴"をクリックします"棚卸"-"棚卸履歴"をクリックします

"履歴"ボタンをクリックします

"差"ボタンをクリックします

帳票を出力できます

"レポート出力"からエクセルにできます

"印刷設定"から印刷できます



7-1 在庫表の出力

"設定"-"システム設定"を

　クリックします

7-2 在庫表の出力

①"帳票設定①"をクリックします

②在庫表の設定をします

③"設定更新"をクリックします

＜原価計算方法＞

・最終入庫単価：在庫計算日から遡って

　　　　　　　　　　　　　最終の入庫単価

・薬価還元法：薬価×薬価還元率

・マスタ単価：現時点のマスタ単価

・先入先出：この選択肢は無視してください

7-3 在庫表の出力

在庫表を出力したい日付を入力し、

"再読込"をクリックします

7-4 在庫表の出力

"棚卸-"在庫表"をクリックします

※帳票設定①で

メニュー画面の抽出・並び替えに依存する

にチェックをつけている場合

⇒在庫表に出力する薬品を絞りたいときは

　"棚卸-"在庫表"に進む前に

　出力したい薬品を抽出します

③"設定更新"をクリックします

①"帳票設定①"をクリックします

②在庫表の設定をします

"在庫表"をクリックします"棚卸"-"在庫表"をクリックします

"システム設定"をクリックします"設定"-"システム設定"をクリックします

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします



7-5 在庫表の出力

①在庫計算日が在庫表を出したい

　日付になっていることを確認します

②「在庫表種別」※を選択します

在庫表種別は以下の3つから選べます

・標準

・標準（薬価差表示）

・成分・規制・後発で集計

③"出力"をクリックします

7-6 在庫表の出力

"印刷設定"から印刷できます

"レポート出力"からエクセルにできます

※在庫表種別

7-5で在庫表種別「成分・規制・後発で集計」を選択すると以下のような在庫表が出力できます

　　　　・在庫数を間違えた！⇒同じ棚卸日で再度棚卸すると在庫数が上書きされます

　　　　　　　　　　　　　　　誤って入力した薬品だけチェックして棚卸をすればOKです

　　　　・棚卸日を間違えた！⇒日付を修正しますので、

　　　　　　　　　　　　　　　オークラ情報システム　薬VAN問合せ窓口までご連絡ください

以上で薬品ごとの棚卸作業は完了です。おつかれさまでした。　　

確定した棚卸データを修正したいとき

"レポート出力"からエクセルにできます

"印刷設定"から印刷できます

②「在庫表種別」を選択します。

①在庫表を出したい日付になっているか確認し

てください

③"出力"ボタンをクリックします



以下のようなときは薬品ごとに棚卸すると簡単にできます

　棚番ごとに棚卸するとき

　ひとつの薬品につき、2つ以上の棚番を設定しているとき

☆棚卸の注意点☆

　1､複数の棚に分けて管理している場合

　　 それぞれの棚に在庫がいくつあるか数えます

　　 棚卸を確定すると各棚の在庫数が合算されます

　2､在庫を数えるタイミング

　　 実棚数は業務終了時点の在庫（その日の最終在庫）を計数してください

　3､入出庫の伝票

　　 例）３月３１日に棚卸（実棚計数）する場合

　　 ３月３１日付の納品分、出庫分は（伝票が到着していなくても）実棚数に加味してください

　　 ４月１日付の納品分、出庫分は実棚数から除外してください

 ※　仕入・返品を行った場合、卸によっては伝票またはデータ送信処理が翌月になる場合があります

　　 その場合は棚卸実施日を見て仕入・返品日付が棚卸実施日前なら実棚数に加味して下さい

　　 棚卸実施日後なら加味せずに実棚数に数値を入力して下さい

　4､予製管理している場合

　　 予製在庫はそのままで棚卸が可能です（予製在庫が正しいことが前提です）

　　 予製分を除いた数を計数する必要があります

        棚卸の確定時に通常の在庫と予製の在庫が合算されます

　　 ※予製在庫をゼロにする場合は下記の手順になります

　　＜手順＞

　　 ①ゼロにする前の予製在庫を帳票出力しておきます

　　 ②＠→修正から予製在庫をゼロにします

　　 ③予製薬品を棚に戻してから実棚計数します

　　 ④棚卸データ確定まで行います

　　 ⑤棚卸がすべて終了したら①の帳票を見て＠→作成から予製在庫を作ります

Ⅲ 棚番ごとに棚卸

次のページから、棚番ごとに棚卸する手順をみていきましょう　　





1-1 事前設定_棚番ごとに棚卸

"設定"-"システム設定"を

　クリックします

1-2 事前設定_棚番ごとに棚卸

①"棚卸設定"をクリックします

②"棚番毎に棚卸する"を選択します

③"設定更新"をクリックします

1-3 事前設定_棚番設定のルール

①棚番を設定する際は

　必ず棚番1から順に設定します

②複数の棚番を設定する場合は

　メインの棚を棚番1に、

　そのほかを棚番2、棚番3･･･に設定します

※①は必ず守ってください

1-4 事前設定_棚番設定　未設定のマスタを表示する方法1

＜棚番順に並び替え＞

①"表示"ボタンを何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②"画面切り替え"ボタンを何回か

　クリックして棚番の画面を表示します

③棚番1の欄をクリックします

　（どの薬品でもOK）

④"AZ↓"（昇順で並び替え）ボタンを

　クリックします

⇒棚番未設定のマスタが上部に表示されます

②"棚番毎に棚卸する"を選択します

必ず棚番１から設定します

棚を分けて管理している場合は

棚番１、棚番２･･･と順に設定します

④"AZ↓（昇順で並べ替え）"ボタンをクリックします

②"画面切替"ボタンを何度かクリックして棚

番の画面を表示します

③棚番1の欄をクリックします。

（どの薬品でもＯＫ）

"システム設定"をクリックします"設定"-"システム設定"をクリックします

①"棚卸設定"をクリックします

③"設定更新"をクリックします

①



1-5 事前設定_棚番設定　未設定のマスタを表示する方法2

＜棚番未設定のマスタのみ表示＞

①"表示"ボタンを何回かクリックして

　　"取扱品"を表示します

②"抽出（簡易版）"をクリックします

③棚番"設定なし"を選択します

④"実行"をクリックします

⇒棚番未設定のマスタのみ表示されます

2-1 棚卸記入表の出力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

2-2 棚卸記入表の出力

①表示を何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②"棚卸"-"棚卸記入表"を

　クリックします

3-1 実棚計数

①実棚在庫を数え、棚卸記入表に書き込みます

　☆単位に注意！

　　 棚卸記入表の単位で計数します

②棚卸記入表にない薬品があった場合は、余白に品名と在庫数を記録しておきます

　　　　☆実棚数の注意点

　　　　　 業務終了時点の在庫数（その日の最終在庫数）を計数してください

　　　　☆予製管理しているとき

　　　　　 棚卸前に予製在庫をゼロにした場合⇒全体の数を記入

　　　　　 棚卸前に予製在庫をゼロにしていない場合⇒予製分を除いた数を記入

　　　　　　　　　※詳細は「3、棚番ごとに棚卸」の「3､予製管理している場合」を参照ください

③棚番"設定なし"を選択します

②"抽出(簡易版)"ボタンをクリックします

④"実行"をクリックします

実棚計数の注意点

①

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

"棚卸記入表"をクリックします②"棚卸"-"棚卸記入表"をクリックします

①



4-1 実棚数入力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

☆棚卸日以前の未確定データは

  すべて確定した状態で実棚数入力に

  進んでください

4-2 実棚数入力

①表示を何回かクリックして

　"取扱品"を表示します

②全チェックのボタンをクリックして

　チェックを付けます

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリック

　します

☆棚卸日以前の未確定データが残っていると

 　棚卸画面に進めません

4-3 実棚数入力

棚卸記入表に書き込んだ実棚数を

入力していきます

入力するかＥｎｔｅｒキーを押すと

黄色に変わります

修正のない実棚数はそのままでＯＫです

　　　　 ☆"閉じる"ボタンと"確定"ボタン

  　　　 作業を中断するときは "閉じる"をクリックします

 　　　  ※"確定"をクリックすると入力途中でもすべて確定されてしまうのでご注意ください

  　　　 ※入力途中で閉じてもそれまでの入力は保持されます

 　　　  ※入力を再開するときは日付の変更や再読込、チェックは不要です

　　　　 ☆"画面クリア"ボタン

　　　　　"画面クリア"をクリックすると棚卸画面のデータがすべてクリアされます

　　　　　データをすべてクリアしたいときのみクリックしてください

記入表の在庫数を入力していきます

作業を中断するときは"閉じる"ボタンをクリックします

棚卸画面の注意点

"✔実棚数入力"をクリックします

②全チェックのボタンをクリックします

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

"日付"ボタンをクリックします
日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします

①



4-4 実棚数入力

"帳票"ボタンで

画面の帳票を出力できます

帳票と棚卸記入表の数を比較し、

入力した数に間違いがあれば修正します

入力がすべて完了したら

"確定"ボタンをクリックします

※空白はゼロとみなします

5-1 棚卸記入表余白に手書きした分の入力

日付を棚卸日にして

"再読込"をクリックします

数えた当日なら操作不要です

5-2 棚卸記入表余白に手書きした分の入力

①呼び出し名、または薬品名で

　検索します

②チェックをつけます

③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

「4-3 実棚数入力」～「4-4 実棚数入力」

と同じ手順で実棚数を入力して確定します

6-1 棚卸履歴の確認

"棚卸"-"棚卸履歴"をクリックします

すべて入力が完了したら"確定"ボタンをクリックします

画面の帳票を出力できます

②チェックをつけます

①呼び出し名か薬品名で検索します

"✔実棚数入力"をクリックします③"棚卸"-"✔実棚数入力"をクリックします

"棚卸履歴"をクリックします"棚卸"-"棚卸履歴"をクリックします

"日付"ボタンをクリックします日付を棚卸日にし、

再読み込みをクリックします



6-2 棚卸履歴の確認

該当日の"履歴"をクリックします

6-3 棚卸履歴の確認

"差"ボタンをクリックすると、

実棚数と理論在庫の差が大きい順に

表示されます

帳票を出力できます

"帳票"、"帳票（単価）"は

それぞれ薬価金額、取引金額で出力されます

"詳細"が付くボタンは

有効期限、データ備考の情報が追加されます

6-4 棚卸履歴の確認

"印刷設定"から印刷できます

"レポート出力"からエクセルにできます

7-1 在庫表の出力

"設定"-"システム設定"を

　クリックします

"履歴"ボタンをクリックします

"差"ボタンをクリックすると、実棚数と理論在庫の差が大き

い順に表示されます

帳票を出力できます

"レポート出力"からエクセルにできます

"印刷設定"から印刷できます

"システム設定"をクリックします"設定"-"システム設定"をクリックします



7-2 在庫表の出力

①"帳票設定①"をクリックします

②在庫表の設定をします

③"設定更新"をクリックします

＜原価計算方法＞

・最終入庫単価：在庫計算日から遡って

　　　　　　　　　　　　　最終の入庫単価

・薬価還元法：薬価×薬価還元率

・マスタ単価：現時点のマスタ単価

・先入先出：この選択肢は無視してください

7-3 在庫表の出力 ＜メニュー画面の抽出・並び替えに依存する＞

チェックをつけていたら、トップ画面の抽出・

並替条件で在庫表を出力できます

在庫表を出力したい日付を入力し、

"再読込"をクリックします

7-4 在庫表の出力

"棚卸-"在庫表"をクリックします

※帳票設定①で

メニュー画面の抽出・並び替えに依存する

にチェックをつけている場合

⇒在庫表に出力する薬品を絞りたいときは

　"棚卸-"在庫表"に進む前に

　出力したい薬品を抽出します

7-5 在庫表の出力

①在庫計算日が在庫表を出したい

　日付になっていることを確認します

②「在庫表種別」※を選択します

在庫表種別は以下の3つから選べます

・標準

・標準（薬価差表示）

・成分・規制・後発で集計

③"出力"をクリックします

③"設定更新"をクリックします

①"帳票設定①"を開きます

②在庫表の設定をします

"在庫表"をクリックします"棚卸"-"在庫表"をクリックします

"日付"ボタンをクリックします在庫表を出力したい日付を入力し、

"再読込"をクリックします

②「在庫表種別」を選択します。

①在庫表を出したい日付になっているか確認し

てください

③"出力"ボタンをクリックします



7-6 在庫表の出力

"印刷設定"から印刷できます

"レポート出力"からエクセルにできます

※在庫表種別

7-5で在庫表種別「成分・規制・後発で集計」を選択すると以下のような在庫表が出力できます

　　　　・在庫数を間違えた！⇒同じ棚卸日で再度棚卸すると在庫数が上書きされます

　　　　　　　　　　　　　　　誤って入力した薬品だけチェックして棚卸をすればOKです

　　　　・棚卸日を間違えた！⇒日付を修正しますので、

　　　　　　　　　　　　　　　オークラ情報システム　薬VAN問合せ窓口までご連絡ください

以上で棚番ごとの棚卸作業は完了です。おつかれさまでした。　　

確定した棚卸データを修正したいとき

"レポート出力"からエクセルにできます

"印刷設定"から印刷できます


